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1. は じめに

胆嚢癌の発生頻度は人口10万当たり25人 ,全剖検例

中0.30～0.53%と されている
1).胆嚢癌の病理組織型

の大多数は腺癌であるが,ま れに扁平上皮癌,腺 扁平

上皮癌,未 分化癌などが認められる。胆裏癌のなかで

未分化癌の占める害J合は数%と され,未 分化癌のなか

の小細胞性未分化癌はさらにまれと考えられる。

今回,右 第 4指 の骨転移で初発した胆嚢原発の小細

胞性未分化癌を経験したので若子の文献的考察を加え

て報告する。

2 . 症 例

患者 :58歳,女 性.

主訴 t右第 4指 の腫脹と疼痛.

現病歴 i昭和62年 3月 ごろより右第 4指 の中節骨部

に痛みを自覚.同年 7月初め近医での X線 写真で同部

の骨融解像を指摘され, 7月 18日腫瘤摘出術と右腸骨

からの骨移植術を受けた。骨腫瘤部の病理組織学的所

見では malignant lymphomaま たは anaplastic car‐

cinomaの 転移が最も考えられた (写真 1)。 8月 3日

右腋下 リンパ節の生検を施行,そ の組織学的所見は骨

腫瘤部と同様であった。肺小細胞癌を疑い,肺 を中心

とした computed tomography(CT)で 胆嚢腫場が発

見されたため, 9月 8日 当科に入院した。
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写真 1 骨 腫瘤部組織像 (HE染 色,×200)

入院時現症 :体格中等,栄養良,貧血黄疸を認めず,

腹部に腫瘤や胆嚢を触知しない。

入院時検査所見 :血液
一般,肝 腎機能は正常,腫 瘍

マーカーの carcinoembryonic antigen(CEA), α‐

fetoprotein (AFP), carbohydrate  antigen  19-9

(CA19 9)はいずれも正常範囲内にあった。
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肝転移は US,CTい ずれでも認められなかった。En‐

doscopic retrograde cholangiopancreatography

(ERCP)で 胆嚢底部に球形の陰g//欠損を認めた。lcm

大の胆石が数個胆嚢体部に認められた。また,膵 管胆

管の共通管が2cmあ った (写真 3).

手術所見 :全麻下に開腹.胆 嚢底部の遊離腹腔面に

明らかな漿膜浸潤を認めた。術中エコーで肝床浸潤,

肝転移はなかった。 7, 8, 9,12番 の リンパ節が多

数腫大し,十 二指腸を授動すると芳犬動脈に腫大した

多数のリンパ節を認めた。その16番の リンパ節と胆嚢

腫瘍の一部を迅速標本に提出した。わずかの肝床切除

を伴 う拡大胆摘と7, 8, 9,12,16番 の リンパ節郭

清を可及的に施行した。迅速標本の組織学的所見で16

番の リンパ節で非常に anaplasticなcarcinomaの存

在を認め,胆 嚢腫瘍部にも同様な組織所見が認められ

たことより,一 元的に胆嚢原発の未分化癌とその リン

パ節転移と考えられると連絡があった。

病理所見 1肉眼的に胆嚢底部に3cm大 の半球形の

赤味を帯びた腫瘤を認めた.ビ 系石が 9個摘出された

(写真 4). 組 織 串ヒ留サ刃Fザ己ヤまundifferentiated  car‐

cinoma 、vith moderately differentiated adenocar‐

cinoma, INFβ , ly3, V3, pnl, ss, hinf。, vsO, bwO,

hw。,ew。,n7, 9,12p,16(十 )で あった。腫瘍の

茎部に壊死に陥っていない腫瘍があり,小 型で hyper・

chromajcな 核を有し,胞 体の狭い細胞がび漫性に増

写真 4 切 除標本と胆嚢結石

画像診断 :Ultrasonography(US)では胆嚢底部に

3cm大 の円形の腫瘤が肝と同程度の輝度で描出され,

同時に数個の胆石も確認された (写真 2).肝 床浸潤・

写真 3 内 視鏡的際管胆管造影

写真 2 入 院時超音波検査
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写真 5 胆 裏腫瘍部の病理組織像 (HE染 色,

殖していた(写真 5)。 この細胞はムチカル ミン染色に

陰性であった,突 出した腫瘍部のほとんどは壊死に陥

り,エ オジンにのみ染色される壊死部の組織所見は

anaplasticな癌腫構造を示し,腫 瘍の大部分が ana

plastic carcinomaであると考えられた。腫瘍茎部の対

側の一部には大型で果形性の強い細胞が腺管を形成し

ながら衆膜側に浸潤していた,7,9,12p番 の リンパ

節転移は adenocarcinoma,16番 と腋下 リンパ節は

anaplastic carcinomaであった.Anaplasticな 組織

像を呈する部位が,malignantlymphomaで はなく,

上皮由来であることを確認する目的で,抗 epithelial

membrane antigen(EMA)モ ノクロナール抗体を用

いて,ABC法 で染色した.胆 裏原発部,骨 転移部,16

番 リンパ節の anaplasticな組織像を示す部位に主に

細胞膜が染色された EMA陽 性細胞が証明され (写真

6),上 皮出来であることが半」明した.な お,本 症4/11は

術後 2年 になるが健在である。

3 . 考 察

小細胞性未分化癌が高頻度に発生する代表的臓器は

肺である。この小細胞性肺癌は早期からリンパ行性,

血行性転移をきたしやすく,肺 癌のなかで最も悪性度

が高い。手術や放射線療法などの局所療法での予後が

不良のため,多 剤併用による化学療法が中心的治療法

となっている。

胆嚢癌のなかにまれながら未分化癌が存在すること

は知られている。横山
2)は胆裏癌404/711中1例 (25%)
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の未分化癌を,Laitioゆは52例中 2421(3.8%)の ana・

plastic carcinomaを報告している。当教室では胆嚢癌

切除例584/11中初めての未分化癌症例 (1.7%)で あっ

た。一方, S t r a u c h ら
' は胆 嚢 癌8 1 7 例を集 計 して

undifferentiated carcimoma 50例(6,1%), Robertsゆ

ヤよ45例中 undirerentiated carcinoma 5イ 列 (11.1%),

Vヽarrenら 5)ャま98例 中 anaplastic carcinoma 21例

( 2 1 4 % ) , P i e h i e rら
6 1 1ま4 8例中 a n a p l a s t i c  c a r c i n o m a

7例 ( 1 6 . 6 % )と高頻度の un d i r e r e n t i a t e d  o r  a n a p l a s‐

t i c  c a r c i n o m aを報告している。これらの報告では

undifferentiated or anaplastic carcinomaの定義が報
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移で初発 した小細胞性未分化癌の 1例 を報告 した.
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告 者 に よ り異 な り, ま た組 織 型 分 類 に p 0 0 r l y

d i f f e r e n t i a t e d  a d e n o c a r c i n o m a の項 目がないため

undifferentiated or anaplastic carcinoma″こ幻り顕さオし

てこのような高率になったと考えられた。

最近の 8年 間での胆嚢原発の未分化癌は 3例報告さ

れ,そ のうち小細胞性未分化癌は 2つ の症例報告の8)が

なされていた。これら2例 と今回の症例に共通する肉

眼所見は腫瘍部が半球形を呈し,通 常の胆襲癌と異な

る所見である。この特果な形状は US,ERCPで 把握出

来るので,術 前診断の手掛かりになると考えられた。

SakamotOら 9)″)anaplastic carcinoma of gall‐

bladderの症例報告は興味深い。その症例では肉眼的

に乳頭状の隆起を認め,組 織学的には pleomOrphic

anaplastic carcinomaであった。そして,57,900/mm

という著しい好中球増加を有し,血 中と尿中に多量の

colony stimulating factor(CSF)が証明されている。

われわれの症例でもfunctiOning turnorを疑い,グ リ

メリウス染色を行ったが胞体内に類粒は認められな

かった。

4. おわりに

本邦での胆嚢原発の小細胞性未分化癌 2例 とCSF

産生の多形細胞型未分化癌 1例 を加えて,今 回,骨 転




